どう 処 して ゆく かとい うこと も 現実に は 決して 簡単で 

ありません。 

風俗小説の 範囲で 現実 を 見る だけで も、 女の 社会的 

な 動きの 一 方に は、 婦人の 参議院議員から はじまって 

少女 歌劇の 女優、 婦人 作家 を ふくむ 女 重役と いう もの 

が あらわれて いるし、 兜 町. 堂 島に、 女の 相場が はやつ 

て 来て います。 その 一方で は、 民主的な 日本の 新しく 

すが すがし い 生 活 建設 をめ ざ して 美しく 雄々 しく、 恋 

愛し、 結婚して 行きたい と 願う 若い 女性の 大群が、 実 

際 生活の なかに 本当の 男女同権が 確立す るよう に 働く 

人民と しての 女性の 独立が 可能で ある 条件 を 作ろうと 



はなして、 新鮮で 豊かな、 ヒュ— マ 二 ズムを 実感して 

生きて みたい。 理屈の 判断から 社会悪に 抵抗して いる 

だけでなく、 一歩 その 前へ 出て、 より ましな 人生 をた 

たかって いると いう、 人生 創造の よろこびと 確信と を 

求めようと している 女性の 精神 こそ、 現代の テ ー マ だ 

と 思います。 情感 そのものの 内容が 著しく 社会的に、 

また 理性的に なって 来て いて、 しらずしらず のうちに、 

思想 を 感情 そのもの と して 生き て ゆく ような 女性が 増 

えて 来て います。 これ は、 日本の 社会と 文学との 上に 

ひらかれ はじめた 大きい 可能性の 一 つで はないで しょ 

ク ゝ o 

う 力 
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